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1 はじめに 
料理の美味しさは、味覚以外にも盛り付け、匂いなど
様々な感覚に影響される[1]。特に視覚は五感の感受性の
割合の中で 8割を占めることから、料理の見た目は美味し
さを感じる上で重要である。また見た目に影響を与える要
因として「色」、「形」、「器」などが挙げられるが、最も重
要な要因は色である。そこで本研究では、コンピューター
を用いて色彩分析により、料理の見た目の評価をさせるこ
とを検証する。   
 
2 色彩心理学と料理への応用 
色彩心理学は色彩と人間の関係性を心理学的に解明す
る学問[2]である。また色彩は料理の見た目の美味しさに
影響を与える。例えば赤、オレンジ、黄は暖色系で食欲を
増進させる効果があり、青や水色は寒色系で食欲を減退さ
せる効果がある。また、補色という色相環の対象の位置に
ある色同士(例えば赤と緑)を用いて見た目の美味しさを
際立たせることができる。 
 
3 提案手法 
人間の知覚に最も近いのが HSV空間であるため、HSVに
より色の定義を行う。定義する色は赤、橙、黄、緑、水、
青、紫、茶、黒、白、その他の 11 種類とする。以下に処
理手順を示す。 
1.前処理 
画像のサイズを 480×640にし、背景除去を行う。 
2.アンケート収集 
前処理に用いた画像を用いて、色合いだけで料理の美
味しさを評価するアンケートを行う。 
アンケートは 1～5点(最小が 1,最大が 5)の 5段階評価
とし、アンケート結果から、平均点を求め、平均点が 1
～2点をグループ A、4～5点をグループ Bとする。 
3.プロトタイプ作成 
2 でグループ分けした各々の画像から色の割合を抽出
しベクトル化を行う。これらをプロトタイプとする。 
4.評価手法 
入力画像から抽出した 11種類の色の割合のベクトルと
プロトタイプとのユークリッド距離を求める。 
評価に用いるユークリッド距離は、入力画像の色の
割合のベクトルを𝑥 =(𝑥1, 𝑥2, … , 𝑥11)とし、プロトタイ
プを𝑔𝑖 = (𝑦1, 𝑦2, … , 𝑦11) とすると、 
 
𝑑𝑖 = √∑ (𝑥𝑛 − 𝑦𝑛)2
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となり、 
 𝑘 = min
𝑖
𝑑𝑖となるようなプロトタイプ𝑔𝑘を求める。 
 
     𝑔𝑘  ∈ Aならば評価は「不味そう」とし、 
𝑔𝑘 ∈ Bならば評価は「美味しそう」とする。 
但し、min 𝑑𝑖が一定の値(閾値)より大きい場合、Aにも
Bにも帰着できないと考え,評価は「普通」とする。 
  
4  実験・考察 
料理画像のグループ分けをするために、前処理済みの
53枚の画像を用いて、好き嫌いの少ない男女 50人にアン
ケートを行った。アンケート結果から A グループは 7 枚、
B グループは 6 枚となり、合計 13 個のプロトタイプを作
成した。 
次に提案手法によって評価を行った 18枚の画像を用い
て、好き嫌いの少ない男女 20 人に対してアンケートを収
集した。アンケートは「美味しそう」、「普通」、「不味そう」
の 3段階評価で行ってもらった。実験結果として、実験に
用いた画像の例を図 1に示し、それらに対するアンケート
結果と提案手法による評価を表 2に示す。 
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図 1:実験で用いた画像の例 
表 1:評価ごとの人数と提案手法による評価 
 
表 1及び図 1の(a)、(c)の提案手法の評価とアンケート
結果の最も多い評価が等しいことから、暖色系の色や赤と
赤や緑など補色を用いた料理の評価の精度は良いと考え
られる。しかし、(b)に関して良い評価が得られなかった
のは、水色や青色など寒色系の色の割合が正しく抽出でき
なかったと考えられる。また(d)に関して良い評価が得ら
れなかったのは、プロトタイプの数が少ないことも一つの
原因として考えられる。 
 
5 まとめ 
本研究では、色彩分析によって料理の見た目を評価し、
提案手法による評価と人の評価を比較した。 
寒色系の色を用いた料理について良い評価が得られな
かったため、寒色系の色の値を定義し直す必要がある。 
また、評価の精度を上げるために、アンケートの人数や
用いる画像の枚数、閾値の個数を増やし、作成するプロト
タイプの個数を増やすこと、そして細かい色の定義をして、
定義する色の種類を増やすことが必要である。 
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図 美味しそう 普通 不味そう 提案手法 
(a) 16人 4人 0人 美味しそう 
(b) 0人 6人 14人 普通 
(c) 15人 5人 0人 美味しそう 
(d) 4人 7人 9人 美味しそう 
